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活動報告 1.海外語学実習紹介 

      

（2）参加学生によるスピーチ 

中村侑未（公共社会学科1年） 

 

 

 

 

私は地域づくりを学ぶためにこの大学に入学

しました。自分の学びに役立てようと思いこの

海外語学実習に参加しました。ロンドン、オッ

クスフォード、バース、イギリスの街並みはど

こも花で溢れていて綺麗で、歴史的建築物と現

代の建築物が共存しており、日本とは全く違う

印象でした。特にバースは、それほど大きい町

というわけではないと思うのですが、首都ロン

ドンにあるお店が立ち並び、いたるところに地

図があり、観光客に嬉しい町づくりになってい

ました。ただ、2007年から屋内での喫煙が禁止

になったためか、道端は煙草の吸殻でいっぱい

で、少し残念でした。イギリスの街並みの良い

面、悪い面をこの目で見ることができたのは大

変貴重な経験で、自分の夢に役立てようと思っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、イギリス人大学生の学びの意識の高さ

にも良い刺激を受けました。 

英語はコミュニケーションツールとしては欠

かせないものですが、この大学ははっきり言っ

てそこまで英語に力を入れているわけではない

と思います。私もこの海外語学研修に参加する

きっかけがなければ、英語の勉強をやめていた

と思いますし、イギリス人の大学生から良い刺

激を受けたからこそ、今もなお、英語の勉強を

続けられています。 

 今、世界の目はアジアに向かっています。私

が訪れたのはイギリスとフランスですが、1 ヶ

月間みっちり異文化交流出来たことで、かなり

自信がつきました。 

 海外語学実習に参加して本当によかったと思

っています。 
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活動報告 2.社会貢献論演習成果発表 

 
（1）「Ritorovo CoCoITAができるまで」 

     阿部 巧(公共社会学科3年）、藤本昂平(公共社会学科3年） 

馬場友美(社会福祉学科3年) 

 

1.きっかけ 

平成22年度の社会貢献論演習を受講してい

た当時1回生の私たち3人は、フィールドワー

クを通して地域の社会貢献活動を学んでいまし

た。次のフィールド活動について担当教員を含

め話していたとき、伊田商店街の名前があがり

ました。「伊田商店街は昼でもシャッターが閉ま

っているところが多く、少し寂しい感じがする」、

「大学近くの商店街は活気があるイメージだっ

たが、実際の伊田商店街のイメージは違ってい

る」という意見があり、急遽、演習の時間を使

い伊田商店街を散策することにしました。私た

ちが初めて伊田商店街を訪れたとき、想像して

いた学生の住む街の商店街とは違った印象を受

けました。そこで「初めて伊田商店街に来た人

や春にこの町にやって来る新入生たちが、私た

ちのように物寂しさを感じることがないように、

伊田商店街に元気になって欲しい」という意識

が芽生え、伊田商店街の活性化を考えることが

私たちの演習のテーマになり、活性化のために

私たちに何か少しでもきっかけになるようなこ

とができないかと考えました。 

まず、私たちは伊田商店街の現状を知るため

に田川商工会議所を訪問させていただきました。

そこで教えていただいた内容からわかったこと

は、ターゲットとしている客層が主として高齢

者の方々であるということでした。毎年一定の

数の学生が入れ替わりながら生活しているこの

伊田にある商店街で、学生をターゲットにして

商売をされていないことを非常にもったいなく

感じ、そのことを正確かつ明確に伊田商店街の

方々に伝えることが、伊田商店街の活性化を目

指す上でまず必要なことであると感じました。 

そして私たちは学生アンケートを作成し、商

売のターゲットとするべき学生がどれくらいい

るのか、学生の伊田商店街に対するニーズを調

査することに決めて、平成22年12月16日～平

成23年1月13日の期間に福岡県立大学1年～3

年の675名の学生を対象に、属性と6項目の質

問で構成されたアンケート調査を実施し、その

調査結果を平成23年3月3日の社会貢献フォー

ラムⅠで発表しました。 

 

2.伊田商店街振興会議始動 

社会貢献フォーラム終了後、私たちの報告内

容を知った伊田商店街振興組合の方々が訪ねて

きてくださり、平成23年4月29日に学生側と

話し合う機会を設けることになりました。伊田

商店街振興組合の方々は私たちの調査に対して

好意的に思ってくださり、このことを受けて学

生側と伊田商店街振興組合側で伊田商店街の活

性化に向けて活動を行っていくことが決まりま

した。また、今後の活動内容についての意見交

換会を開催することになり、平成23年10月12

日、第1回伊田商店街振興会議が行われ、月1

～2回の頻度で学生と伊田商店街振興組合、田

川市役所、田川商工会議所、田川市市議会議員

の方々で、学生側と商店街側で共に行いたいこ

とや活動事業についての助成金、経営維持費等

について話し合いを行いました。 

伊田商店街で行いたいことについて話し合っ

ていくなかで私たちは、「学生が伊田商店街に集

まり、そこで学生と地域の人が交流できる場を

伊田商店街内に作りたい」という考えが強くな

り、空き店舗を利用したコミュニティスペース

を作ることを提案しました。この提案について

会議の参加者も「まず学生に商店街へ来てもら

うようにする必要がある」と考えられ、伊田商

店街の空き店舗を利用したコミュニティスペー

スを作ることが決定しました。 

次にこの活動を行うにあたって利用する助成

金について、市役所の方から11月の会議で活動
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事業に利用可能な助成金候補の説明をしていた

だき、その候補のなかで「中小商業活力向上事

業」を活用することが決定しました。また活動

を行うためのコミュニティスペースの候補を決

めるため、12月に伊田商店街で行われた田川工

芸祭に利用する空き店舗を視察し、候補を見つ

け報告しました。そして、その候補場所付近の

商店街の方々にこの活動内容について説明し、

理解を得る必要があると考え、12月11日に伊

田商店街振興組合で説明する機会を設けていた

だきました。私たちは商店街の方々に学生調査

を紹介し、学生の思いを伝え、理解を深めてい

ただきました。 

その後、助成金の認定要件や他地域の活動を

参考にしながらコミュニティスペースでの事業

概要（通年活用内容・定例的活用内容・イベン

ト内容）、予算について話し合いを続けました。

通年活用内容は主に学生の休憩場所や地域の方

への貸出興業（有料）、定例的活用内容は県立大

サークル等の活動・発表をする場、イベント内

容は被災地復興東北物産展や子ども夜市、田川

工芸祭などで使用するとしました。 

また、利用時間や利用料の設定、運営委員会

等コミュニティスペースで活動するために必要

な運営規定や利用規定の作成を行いました。コ

ミュニティスペースは(1)学生同士の交流(2)組

合事業(3)学生、組合、商店街利用住民等の交流

の場(4)イベント時の拠点(5）学生及び組合並び

に地域住民等のためにカルチャースクール等を

開催するため、貸し出しの許可を与えた者(6)

その他運営委員会が必要と認めたときに使用可

能と定めました。利用時間は午前10時から午後

6時まで（ただし委員会が時間延長について必

要と認めた場合は、この限りではない）としま

した。そして「学生がいつでも寄れる場所、気

軽に使用できる」ことが重要であると考え、学

生がコミュニティスペースを利用する際、利用

料は無料にすることを定めました。 

  

3.コミュニティスペース名称決定・開所式 

 平成24年5月の会議で助成金の交付がおりた

ことが報告され、利用する空き店舗の改装が開

始されました。完成は平成24年7月中旬あたり

ということで、開所式を子ども夜市が行われる

7月28日に行うことが決定しました。開所にあ

たって、コミュニティスペースの名称を県立大

生に募集することになり、学生が伊田商店街コ

ミュニティスペース名称募集をかけました。そ

れらの名称案を会議に持っていき、吟味した結

果、「Ritrovo CoCoITA 」に決定しました。

「Ritrovo」はイタリア語で「たまり場」という

意味で、「ここにいたい」と「伊田」を掛け合わ

せており、学生にコミュニティスペースをいつ

でも、気軽に利用してもらいたいという思いが

こもった名称になりました。 

 そして平成24年7月28日、完成したコミュ

ニティスペース「Ritrovo CoCoITA」の開所式が

行われました。会場には私たち学生とこれまで

会議に参加された伊田商店街振興組合、市役所、

田川商工会議所、田川市市議会議員の方々の他、

田川市長の伊藤信勝氏、サポートしてくださっ

た教員、近隣住民等多くの方が来てくださいま

した。また当日から、県立大の写真サークル「写

樂」による写真展が開催され、多くの方が

Ritrovo CoCoITAを訪れていました。 

 

4.これからの課題 

 これからの課題はRitrovo CoCoITAの存在を

学生にどのように周知させ、多く利用してもら

うようにするかだと考えています。現在、学内

にポスター等を貼っていますが、まだ多く利用

してもらうまでには至っていないのが現状です。

特にRitrovo CoCoITAを利用するにはどこに連

絡をとればよいか、まだ学生に認知されていな

いと思います。現在の利用申請・問い合わせ先

が伊田商店街振興組合への電話連絡になってい

るのですが、学生がいきなり伊田商店街振興組

合に電話で利用申請するにはなかなか勇気がい

るものだと思うので、もう少し学生が申請しや

すい方法を考えるべきだと思います。今後も学

生やサークル団体等にRitrovo CoCoITAの存在

を周知させるとともに、学生が利用しやすいよ

うに利用方法等を修正していくことが必要であ

ると考えています。 

 

5.この活動を通して学んだこと 

私は、ゼロからモノをつくりだすことの面白

さを経験できたと考えています。コミュニティ

スペースをつくることは商店街の方々も学生も

初めてのことで、最初はお互いに戸惑いばかり

13



14 
 

がありました。しかし、話し合いが進み地域交

流や情報発信といった活動目的が固まってから

は活発に意見も飛び交うようになりました。

徐々にRitrovo CoCoITAの全体像が完成してい

く実感があり、ワクワクしたことを覚えていま

す。この経験を活かし、社会貢献をさらに行っ

ていけたらと思います（藤本 昂平）。 

 

この活動を通して、地域で新たな活動を始め

ることや継続していくことの難しさ、活動を行

う上で地域の人や機関とのつながりが大切であ

るということを学ぶことができました。1回生

で行った学生調査からRitrovo CoCoITAが完成

するまでの活動は、私にとって大変貴重な経験

になりました。長かったけれど、私たちの活動

がRitrovo CoCoITAの完成に結びつくことがで

きて本当に良かったです。将来はこの活動で学

んだことを活かして、地域に密着した活動に携

わっていけたらと思います（馬場 友美）。 

 

Ritrovo CoCoITAの開設を目指すにあたって、

多くの人の力を借りながら話し合いを重ねてい

くことができました。そのなかで、私たち大学

生と地域の方々が、お互いに立場や考えている

ことなどを理解することが非常に大切だと知る

ことができました。これからもさらに相互理解

を深め、Ritrovo CoCoITAに大学生や地域の方々

の笑顔が集まるように工夫していきたいと思い

ます（阿部 巧）。 

 

最後に、Ritrovo CoCoITAが県立大生にも地

域の方々にも愛される、なくてはならない存在

になることを願っています。
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活動報告 2.社会貢献論演習成果発表 

 
（2）学生調査報告（社会貢献論演習受講生） 

「Ritorovo CoCoITA知名度アップと今後の展望について」 

     松尾綾華(公共社会学科1年)、本永彩果(公共社会学科1年) 

     谷本大幸(人間形成学科1年)、山口沙耶(人間形成学科1年) 

     岡本和樹(公共社会学科2年)、田中玲衣(人間形成学科2年) 

矢部 航(公共社会学科3年) 

 

まず、最初に社会貢献論演習の授業風景を皆

さんにご紹介したいと思います。 

 

第1回：10月2日 

 第1回目は、先輩方から、以前の社会貢献論

演習の授業でどのような活動をしていたかをお

聴きしました。 

 

第2回：10月9日 

第2回目は、3人の方が来てくださいました。

猪位金校区地域活性化協議会会長の村岡さんか

らは、堤防の補修工事について話していただき、

伊田商店街振興組合理事長の北川さんからは、

Ritorovo CoCoITAの成り立ちについて、副理事

長の岩井さんからは、伊田商店街の歴史につい

て伺うことができました。 

 

第3回：10月16日 

第3回目は、伊田周辺のフィールドワークを

し、石炭歴史博物館や田川情報センター等を見

学しました。実際に田川の町を歩くことで、よ

り田川のことを理解できました。 

 

第4回：10月23日 

第4回目は、3人の方から講話がありました。

田川広域観光協会事務局長の今永さんからは、

その活動について、田川ホルモン喰楽歩の金子

会長さんからは、ホルモン鍋と町おこしについ

て、田川市役所産業振興部の平塚さんからは、

伊田商店街の活性化の視点からRitorovo 

CoCoITAの成り立ちをお話ししていただきまし

た。 

 

10月29日 

猪位金小学校・中学校の統合協議会に出席し

ました。 

 

第5回：10月30日  

 第5回目は、猪位金地区でのバスツアーに向

けた情報収集、Ritorovo CoCoITAを宣伝するポ

スター作りを、田川情報センターにて行いまし

た。 

 

第6回：11月6日 

 第6回目は、猪位金地区へのバスツアーへ行

き、猪位金小学校、キクスイ醤油工場など、猪

位金地区の視察をしました。あいにくの雨でし

たが、猪位金の魅力をたくさん知ることが出来

ました。 

 

第7回：11月13日 

 第7回目は、第2回～第6回までの活動を振

り返り、意見交換をして、今後の活動について

考えました。 

 

第8回：11月20日 

 第8回目は、バスツアーで川崎町へ行きまし

た。この日は魚楽園と観光果樹園であるlaputa 

ファームを訪れました。laputaファームの杉本

さんから経営のビジョンについてお話を伺いま

した。魚楽園では、ちょうど紅葉の季節だった

ので、秋の風景を楽しむことが出来ました。 

 

第9回：11月27日 

 第9回目は、これまでの振り返りを行い、地

域の課題について個別に発表しました。 
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第10回：12月4日 

 第10回目は、1限の時間に中里先生からNPO

法人宗像里山の会の活動について、2限からは

「福祉・保育の現場について」というテーマで

第2つくしの里施設長の木村さん、伊加利子鳩

保育園主任保育士の日野さん、ジョブサポート

みろく施設長の葛原さんの3名の方からお話を

伺いました。講師の方と積極的に意見交換がで

きました。 

 

第11回：12月11日 

 第11回目は、飯塚市へ最後のバスツアーへ行

きました。訪れたのは飯塚市筑穂保健福祉総合

センターです。そこに勤務されている3名の方

に、それぞれの現場の課題などをお話ししてい

ただきました。「利用者さんの笑顔が見たいから、

この介護の仕事を続けられる」という言葉が印

象的で、熱意を感じました。 

 

第12回：12月18日 

 第12回目は、地域の課題についてのグループ

ワーク、2限の時間は「産業界の求める人材像

と大学教育への期待」というテーマの講座に出

席しました。この講座では、田川日立マクセル

開発グループ技師長の坂田さん、のがみプレジ

デントホテル営業部法人担当次長の矢野さん、

飯塚病院人事課長の中園さんの3名の講師より、

各職域の業務内容や求める人材像について話を

聞かせて頂きました。学生に今、何が求められ

ているか学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第13回：1月8日 

 第13回目からは、Ritorovo CoCoITAに関す

る調査の実施準備にとりかかりました。2限で

は「まちづくりについて」というテーマで赤村

村長の春本さん、赤村特産物センター運営協議

会会長の中原さん、前源じいの森常務理事の太

田さん、この3名の方々からお話をしていただ

き、人との関わりが町おこしに不可欠だという

お話を伺いました。 

 

第14回：1月15日 

 第14回目は、回収したアンケート結果の集計

を行い、また発表内容についての打ち合わせを

行いました。 

 

1月28日 

その後も、本日の社会貢献フォーラムに向け

て準備を進め、昨日は夜遅くまでリハーサルを

行いました。 
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